
年中行事一覧表
　　　　　　

月 日 行　　事 行事の来歴・意味 川口 宮　袋松　木板　東朴　木 沖塚原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺塚原 　　　　　　　　　　　　備   　　 考

1 1 元旦祭 元旦・神社、寺院（厄年の方） ● ● ● ● ● ● ● 松木･道神社（宮川様）坂東･小泉神社（宮島様）朴木･沖塚原、放生津八幡神社（大伴様）寺塚原・小泉神社

（宮島様）川口 諏訪木神社(神仏習合・谷昌寺、覚正寺)

25歳･42歳･60歳を迎える男子がお祓いを受ける

初旬 出初め式

7 七草粥 ● ● ● ● ● ● ●

神社からの各家にお参り(7日頃） ●

11 鏡割り ● ● ● ● ● ● ● 　　

中旬 左義長 月１４日の夜又は15日朝稲の刈り取り跡の残る ● ● その火で焼いた餅を食べるとその年は病を除くと言われている

田圃に櫓を組んでその年に飾った門松、書き

初め等を焼く。

15 小正月・小豆粥 農家の方が餅団子でぜんざいを作る ● ● ● ● ● ● ● 　　

25 天神講 神様に蟹等を供え拝礼の後片付ける（各家庭） ● ● ● ● ●

天神様にお雑煮を供えて拝し天神様を片付ける ●

2 3 節分（豆撒き） 節分のこの夜、鰯の頭を柊の小枝に刺した物を ● ● ● ● 年の数だけ食べる

戸口にはさみ、炒り豆を撒いて悪鬼を払う習慣

4 雛飾 春分（立春）の日・雛あられをお供えする。各家 ● ● ●

15 涅槃会 元尼寺慈光庵で行われたが昭和３５年になくなり ● ● 涅槃講、涅槃忌とも称し陰暦2月15日釈迦の入滅の日に日本中国などで勤修される釈迦の追慕と報恩の法要

浄土宗方が行っている

3 3 雛祭り 女の子の健やかな成長を祈る行事 ● ● ● ● ● ● ● 京雛は３月３日に雛飾をし４月３日に終う 白酒を供える

涅槃会 お釈迦様が亡くなられた日 ●

中旬 定回り ● ● ● ● ● ● ●

中旬 江浚い ● ● ● ● ● ● ●

4 3 初旬にお雛様をしまう

6 赤地蔵祭り ● 坂東公民館

14 春季例祭(獅子舞) 今は第二土曜日に行われる ● ● ● ● ● ● ● 大祭は伊勢神宮の祭礼を言う。

下旬 天神宮 学問の神様、菅原道真を子供達がおまえりする ●

5 5 端午の節句 床の間に武者絵または武者人形を飾り鯉 ● ● ● ● ● ● ● 武者人形を飾り鯉のぼりを揚げる（各家庭）

のぼりをあげる 旧暦丑の月は五月にあたりこの丑の月の最初の丑の日を節句として祝った

田植え 草餅・ちまき・笹寿司を作って祝う ● ●

6 田祭り ● ● ● ● ● ●

虫おくり ●



廉戸の入れ替え ● ● ● ● ● ● ●

7 7 七夕 ● ●

坂東諏訪神社例祭 ●

校下体育祭 ● ● ● ● ● ● ●

8 花火、

13 招来日 ● 墓参（各家庭）

15 お盆 ● ● ● ● ● ● ● 戦没者追悼法要

お地蔵様祭り（地蔵盆） 本来は24日、若衆の祭り ● ● ● 数年前までは、児童達で行っていたが、今日は老人クラブなどで実施されている。

納涼祭 ●

9 稲刈り ● ● ● ● ● ● ● 二百十日を目処に借り入れが始まる。近年は温暖化により刈入れ時期が早まっている。

敬老の日

10 1 廉戸から板戸及び襖戸の入れ替え ● ● ● ● ● ● ●

14 秋季例祭 ● 坂東神社　

●

報恩講 開祖親鸞の亡くなった忌日 ● ● ● ● ● ●

11 3 文化祭 ● ● ● ● ● ● ●

10 寺塚原公民館祭り ● ● 農産物、品評会や手芸品出展

16 新嘗祭 ●

雪吊雪囲い ● ● ● ● ● ● ●

12 報恩講 ● 寺塚原、第一日曜日報恩講・蓮徳寺において

かぶら寿司の仕込み ● ● ● ● ● ● ● 参加者夫婦でお参り。当番制で世話

25 天神様の軸及び彫刻を飾り 御神酒を供える ● ● ● ● ● ● ●

28 餅つき ● ● ● ● ● ● ●

２８～ 年末警戒 大掃除、正月準備（お節料理など） ● ● ● ● ● ● ●

31


